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１。はじめに
戦後
，社会科は「‾民主主義社会の建設にふさわ
しい社会人」を育てる教科として発足した1）。先
日発表された新しい小学校学習指導要領社会も
，
匚平和で民主的な国家・社会の形成者として必要
な公民的資質の基礎を養う
」ことを目標にしてい
る2）
。　しかし，過去60年間，「こうした目標を達
成するためにそれにふさわしい学習内容や学習方
法に基づいて授業が構成され
，実践されたとは言
い難い
」とも指摘されている3）。そのような中で，
1970年代から
，平和と民主主義を担う主権者の育
成をめざした実践が展開されてきた
。匚地域に根
ざす社会科
」 である。「‾地域に根ざす社会科」
実践は
，「民主社会を担う主権者としての人間の
育成をめざした社会科の目的・内容・方法を貫く
社会認識育成の理論とそれに基づく授業構成の在
り方を追求
」した取り組みである几したがって，
国際化の進展の中で匚民主主義社会の建設にふさ
わしい社会人
」の育成がますます重要視されてい
る現在
，「地域に根ざす社会科」実践に内在する
授業論を解明することは
，社会科授業研究の今日
的課題であると考える。
本小論では
，このような問題意識から，厂地域
に根ざす社会科」実践の最近の動向を明らかにし
，
授業構成に関する示唆を得たい。
研究方法は
，第一に，小学校における匚地域に
根ざす社会科
」実践の歴史的展開を概観し，最近
の「‾地域に根ざす社会科
」実践に見られる傾向を
明らかにする5）
。そのため, 1970年以降の『歴史
地理教育』『教育』『生活教育』各誌に掲載されて
いる授業実践記録の中から
，地域を対象とした授
業実践を全て収集する。
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第二に
，最近の実践傾向を反映した匚地域に根
ざす社会科」実践事例を取り上げ，分析・検討し，
授業論を明らかにする。なお，授業分析は次の手
順で行う。
（1）授業の構成として
，実践記録に基づき目標，
並びに指導計画を抽出するとともに
，授業でど
んな内容が取り上げられ
，どんな方法で授業が
展開されているのかを抽出し
，授業事実を確定
する
。取り上げられている内容，及びその順番
を内容構成とする
。また，授業で展開されてい
る教授活動
，並びに学習活動（以下，厂教授・
学習活動）とする
。）を展開方法とする。
（2）授業の構造として
，授業内容がなぜそのよう
に構成され
，教授・学習活動がなぜそのように
展開されるのかを明らかにし
，実践の背後にあ
る授業理論を引き出す。
第三に
，分析した授業実践事例を比較・検討し，
最近の「‾地域に根ざす社会科」実践の特色と課題
を明らかにする。
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。「地域に根ざす社会科」実践の歴史的展開
匚地域に根ざす社会科
」実践は, 1970年の歴史
教育者協議会第22回大会を契機に各地で地域に根
ざした実践が展開された
。 1970年から2005年まで
の35年間に『歴史地理教育』『教育』『生活教育』
各誌に発表された厂地域に根ざす社会科
」実践は，
1235事例ある
。この中で小学校における実践事例
は, 935事例となっている
。この935事例を，授業
内容と授業展開を視点に分類すると歴史的展開に
次のような時期的特徴が
見られる。
第一に, 1970年から74年の時期である。この時期は，歴史教育者協議会が厂地域に根ざし人民の
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たたかいをささえる歴史教育
」を運動のスローガ
ンとして設定し
，匚地域に根ざす社会科」実践が
展開され始めた時期である
。また，72年には，日
本生活教育連盟が匚子どもの発達を保障する教育
の創造
一地域・生活に根ざしてー」という研究主
題を設定し
，実践を展開し始める時期でもある。
この時期は
，個人や集団で匚地域とは何か」厂地
域に根ざすとはどういうことなのか」といったこ
とを検討しながら
，地域の社会事象や人々の行為
を
取り上げて実践が展開されている。
第二に, 1975年から81年の時期である
。この時
期は
，教育科学研究会でも厂地域に根ざす」こと
が運動の基調となり
，各地で多様な実践が数多く
生み出された時期である
。また，地域の人々の行
為に関する授業内容が増加する時期であり
，学習
したことを表現するなどの態度形成を図った実践も登場してくる時期である。
第三に, 1982年から90年までの時期である
。こ
の時期は
，児童の思考を視野に入れて授業内容を
再構成したり
，授業展開を工夫したりする時期で
ある
。ま，厂意見・提案」といった形で児童の
社会参加を促す実践が登場してくる時期でもある
。
さらに
，生活科 も ，厂地域に根ざす生
活科」の先駆けとなる時期でもある。
第四に, 1991年から99年の時期である
。この時
期は
，地域の課題を現代社会の新たな問題視点,か
ら取り上げたり
，他教科他領域の学習指導と関連
づけた実践が展開されたりする時期である
。特に，
環境問題の視点から地域の上下水道やごみ処理
，
地域の開発に関わる授業内容が従来とは違った形
で再構成された実践が登場してくる時期である
。
また
，匚意見・提案」匚参加」厂行動」といった地
域社会への多様な関与を意図した実践が増加する
時期でもある。
第五に
，2000年から05年までの時期である。こ
の時期は
，学校週５日制，総合的学習の創設など
を柱とする現行学習指導要領が
，幼稚園から順次
完全実施となった時期である
。そして，小学校で
は
，総合的学習の創設にともなって，社会認識教
育の新たな段階を迎えることになった時期である
。
こうした中で
，この５年間発表された厂地域
に根ざす社会科」実践事例は, 190事例ある。こ
れらの事例を授業内容を視点に分類すると
，次の
ような時期的傾向を指摘できる
。第一に，歴史や
過去のできごとの発掘だけでなく
，掘り起こした
歴史やできごとを現代の課題と結び
っけて授業内
容が構成されている実践が見られること‰第二
に
，地域の歴史や産業，文化などにおける新たな
地域の再生や創造に関わる人々の行為を授業内容
として取り上げている実践が見られること7)
。ま
た
，授業展開を視点に分類すると，次のことが指
摘できる
。第一に，総合的学習の創設をうたった
現行学習指導要領の実施にともない
，社会科と関
連した総合的学習実践が拡大
・増加していること。
第二に
，社会科や社会科と関連した総合的学習の
実践のみならず
，生活科実践においても地域社会
の課題解決への関与を意図した実践が生まれてい
ること。
３。地域形成行為を取り上げた匚地域に根ざす社
会科」実践
ここでは
，前述した実践の中でも，地域形成行
為を扱った３つの授業実践を取り上げ，授業はど
のように行われているのか
，なぜそのような授業
となるのかを見ていきたい
。地域形成行為を扱っ
た実践を取り上げたのは
，地域形成行為が，これ
まで取り上げられてきた人々の行為と異なり
，地
域社会の再生
，生活の向上に自発的に取り組む行
為だからである
。取り上げる実践は，社会科と音
楽
，総合的学習などとの指導を関連させた実践と
して３年生厂和光のむかしを知ろう一今に伝わる
『白子囃子』
」（以下，「和光のむかしを知ろう」と
略す
。），社会科と総合的学習を関連させた３年生
匚三王山のゆずから見える世界」（３年生），社会
科実践を発展させた総合的学習実践として４年生匚大好き与那原湾～山原船が来た海辺の町～」「以
下
，厂大好き与那原湾」と略す。）である8）。この
三つの実践を取り上げたのは
，社会科と総合的学
習との関連を図った実践が多く見られるこの時期の傾向を反映した実践であるからである。
（1）「和光のむかしを知ろう」
①「和光のむかしを知ろう」の構成本実践の目標は，次のとおりである‰
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「‾○社会科の『むかしさがし』や『むかし調べ』
を通して
，地域の人々の生活が移り変わって
きたことを学習する中で
，古くから地域に伝
わる伝統芸能や伝統文化があることを知る
。
○白子囃子の演奏を体験する中で
，優れた文化
を身近なものとして感じ
，大切にしていきた
いと思う気持ちを育てる。」
この目標を達成するために
，19時間にわたって，
次のように授業が展開されているlO）
。
「‾白子ばやしについて知る
」（１時間）では，
副読本の記述を読んだり
，奉納演奏のビデオを視
聴したり
，厂保存会の生演奏を聴いて，締め太鼓
のリズムを覚え」たりしている。すなわち，本小
単元の内容は
，①演奏の様子②白子囃子というよ
うに構成されている
。また，①ＶＴＲの視聴②写
真や資料の閲覧③白子囃子を聴くといった教授・
学習活動が展開されている
。
つまり
，本小単元は，白子囃子を聴いたり，演
奏の模様を見たりすることによって
，児童が白子
囃子に対する「イメージを膨らませ」ることを促
し
，学習の動機づけを図っている。
「‾調べ学習の課題を立てるＪＯ時間」では，
まず
，匚一人一人が思いついた知りたいこと，見
たいこと
，･やってみたいこと，質問したいこと，
調べてみたいことなど」を書かせた，「‾白子ばや
しイメージマップ」が作られる。そして，匚学年
全体で集約」し，「‾共通している内容」から以下
の学習課題が設定されている
。その後，匚子ども
の希望」による厂課題別学習グループを編成」し，
調べ学習が展開されている。なお，学習課題は，
次のとおりである。
匚課題１　『おはやし』つてどういうこと？（白
子ばやしと言うけど
，そもそものお囃
子の意味を知りたい）
課題２　白子ばやしは，いつごろ，なぜ始めら
れたのか？
課題３　おはやしに合わせて
，おどりがおどら
れているのはどうして？また，どんな
おどりがあるの？（『おかめ』や『ひょっ
とこ』のおどりがおどられているのは
どう
してなのか知りたい）
課題４　現在の白子ばやしは，どんなことをし
ているの？（保存会のみなさんは，ど
んな楽器を使ってどんなところで演奏しているのか知りたい）」
すなわち
，本小単元の内容は，①お囃子の意味
②白子囃子の歴史③白子囃子に合わせて踊られる
踊りの意味と種類④白子囃子の現状という児童の
問いによって構成されている
。また，①匚イメー
ジマップ
」の作②厂イメージマップ」に基づい
た課題の集約化とクルーピンクという教授・学習
活動が展開されている。
つまり
，本小単元は，匚イメージマップ」によ
る個々の児童の知的関心の可視化を通して
，追究
すべき課題が明らかにされ
，集約化されいる。
そして
，「‾子どもの希望」により「学習グループ」
が構成されることにより，児童の主体的な関与が
図られている。
匚調べ学習に取り組む
」（５時間）では，厂保存
会の方々からの聞き取り」や厂インターネット資
料」，『白子囃子調査報告書』『和光市史』等の資
料による匚調べ学習」が展開されている11）。すな
わち
，本小単元の内容は，前小単元で集約された
課題の内容によって構成されている
。また，①聞
き取り②インタ
ネーットや資料による調査③教師
による講義・説明といった教授・学習活動が展開
されている。
つまり
，本小単元は，前単元で集約された課題
に沿って
，児童を主体とした調べ学習が展開され，
白子囃子並びに伝統文化に対する歴史的社会的視
野の形成が図られている
。また，白子囃子保存会
の方への聞き取り調査によって
，保存活動を展開
されている方の心情の理解も促されている
。
匚お囃子演奏の体験活動
」（７時間）では，厂保
存会の方々と合同で演奏ができる
」ように，厂み
んば
」厂なげあい」の厂締め太鼓と鉦のリズム」
を練習している
。すなわち，本小単元の内容は，
①白子囃子②白子囃子の締め太鼓と鉦のリズムと
いうように構成されている
。また，お囃子の練習
が教授
・学習活動として展開されている。
つまり
，本小単元は，締め太鼓や鉦のリズムの
練習を通して
，限定的ではあるが，白子囃子の熟
達化か図られている
。また，伝統文化に見られる
口述伝承の方法が体験的に理解されるように構成
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されている。
匚学習したことを発表する
」（５時間）では，
白子囃子保存会の方も参加した中で
，匚調べ学習」
の発表と匚白子囃子の演奏」が行われている。す
なわち
，本小単元の内容は，厂調べ学習の課題」
に関する調査内容と匚白子囃子
」の演奏によって
構成されている
。また，①学習発表②白子囃子の
演奏という教授・学習活動が展開されている。
つまり
，本小単元は，調査内容が選択された
匚表現方法
」で発表されることによって，児童が
獲得した知識の再構成が図られるとともに
，保存
に関わってきた方の姿勢や心情の理解が強化され
ている
。また，保存会の方の前で演奏することに
よって
，児童の達成感，並びに地域文化に関与し
ようとする実践践的態度が形成されている。
②「和光のむかしを知ろう」の構造ア，内容構成の原理
本実践の内容が上記のように選択・構成されて
いるのは
，新倉小学校で音楽の授業の一つとして
実施している厂白子囃子」の演奏を聞く中で，
匚締め太鼓
，鉦，篠笛などの和楽器や獅子頭等に
興味を示し
，保存会の方々に質問をしたり，楽器
に触らせてもらったりする子どもが多く見られ」
たからである
。そこで，佐藤は，匚『生』の演奏
を聴くだけでなく
，実際に太鼓をたたいて演奏す
る体験をさせる機会」を設定すれば，匚『自分で
も白子囃子の太鼓がたたける冂という意欲を児
童に持たせることができ
，また，地域に伝わる伝
統文化・伝統芸能を身近に感じさせることができ
る」と考えたのである。また，匚自分が住む地域
に誇りを持ち
，これらの伝統文化を大切に守って
いこうという気持ちを強めていきたい」とも考え
たのである。
したがって
，白子囃子そのものに対する興味や
関心
，理解から，地域の歴史や伝統文化に対する
理解
，白子囃子を守り伝えていこうとする人々の
心情の理解へと
，児童の社会的視野を拡張してい
るところに本単元の内容構成の原理があると言え
る
。そして，その際，イメージマップによる学習
課題の設定というように
，児童の知的な問いに基
づき内容の選択・構成がなされているところに本
-
単元のもう一つの内容構成原理があると言える。
イ，展開方法の原理
本実践が前述のように展開されるのは
，「社会
科学習を大きく発展させるなかで具体的な活動を
重視し
，子ども一人ひとりの学習課題をはっきり
させて
，調べ学習に取り組み，多様な表現活動を
創造
」したいという考えかおるからである。佐藤
がこのように考えたのは
，児童が匚白子の演奏を
聴き
，リズムを教わり自分でもたたけるようにな
り始める中で
，白子囃子についてもっと知りたい
という気持ち
」が生まれ，匚古タイヤをたたくだ
けの練習から
，締太鼓を直接だたく練習になると
たたいた時の音やバチに伝わる感触にも敏感にな
り
，もっと上手にたたきたいという気持ちが見え
てきた」からである。
したがって
，白子囃子の熟達化を軸に，そこか
ら派生する児童の知的な問いの解決
，白子囃子に
関わる人々の心情への共感
，地域文化の後継者と
して地域社会への関与を図るところに本実践の展
開方法の原理があると言える
。また，練習，調査，
発表による児童相互
，並びに保存会の方々との交
流に基づき
，本単元の内容知を社会的に獲得させ
ようとするところに本単元の展開方法のもう
一つ
の原理があると言える
。そして，この展開方法の
原理を時間的に保障するために音楽や総合的学習との関連が図られているのである。
（2）「三王山のゆずから見える世界
」
①「三王山のゆずから見える世界」の構成
本実践の目標は
，次のとおりである゛。
厂○三王山でゆずの生産をする人々の仕事に関心
を持ち
，生産仕事と自分たち生活とのか
かわりやゆず生産に携わる人の思いや願いを
意欲的に調べようとする。（社会的な事象へ
の関心・意欲・態度）
○ゆずの生産が
，三王山で行われている理由や
ゆず生産を支えている人々や組織と自分たち
の生活とのかかわりについて考えることがで
きる
。（社会的な思考・判断）
○三王山のゆず農家や役場
，加工所，販売先等
の見学や地域に住む大たちの話から，御前山
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村におけるゆずの生産の特徴をとらえること
ができる
。（観察・資料活用の技能・表現）
○ゆずの生産の方法や生産者の工夫や努力
，ゆ
ずの加工や販売
，御前山村としてのゆず生産
における取り組み等について理解することが
できる
。（社会的事象 の知識・理解）」
この目標を達成するために
，26時間にわたって
授業が展開されている13）。
匚自分だちとゆずとの接点を見つけ
，ゆずにつ
いて調べる」（４時間）では，まず，冂種類」の
匚ゆず製品の味見の体験
」を行っている。その後，
児童は
，匚家の人に聞いたり，本やインターネッ
トで調べたりする一人調べ」を進めるとともに，
ゆず部会の会長さんの家に見学に出かけている
。
本小単元では
，①ゆずを利用した製品の存在と多
様さ②家庭におけるゆずの利用方法③植物として
の特徴④ゆず栽培を始めた年
，栽培規模，栽培方
法というように内容が構成されている
。また，①
ゆずの味見体験②家族への聞き取り調査③本やイ
ンターネットによる調査④栽培農家の見学と質問
という教授・学習活動が展開されている。
つまり
，本小単元は，匚ゆず製品の味見」体験
を通して
，学習への動機づけがはがられている。
そして
，この体験から生まれた児童の知的関心が
ゆずの利用方法やゆずそのものに対する知識の獲
得，ゆず栽培農家への見学と質問によって強化さ
れている14）Ｏ
「‾見学や聞き取り調査を通して
，三王山のゆず
づくりについて調べていく」（８時間）では，四
季彩館
，村役場，ゆずを育てている祖父母の家を，
児童が聞き取り調査している
。また，慈雍厚生園
では
，「ゆず畑の見学と収穫の体験」「‾ゆずから果
汁を絞り出す工場の見学とその体験
」を行ってい
る
。本小単元では，①ゆず製品の製造・販売過程
とそのネットワ
クー②ゆず製品の販売にかかわる
職員の心情③ゆず製品の評判④ゆずの栽培規模や
栽培方法⑤ゆず栽培に対する行政の姿勢⑥農家の
ゆず栽培の様子と心情⑦慈雍厚生園のゆず畑の実
際と栽培の工夫⑧加工過程と加工工場というよう
に内容が構成されている
。また，①聞き取り調査
②畑の見学と収穫体験③加工工場の見学と加工体験という教授・学習活動が展開されている。
-
つまり
，本小単元では，前小単元で明確になっ
た児童の知的関心に基づき
，児童を主体とした調
査活動が展開されている
。本単元における調査活
動は
，ゆずの栽培・加工・販売の各段階と地域の
産業振興の一環としてゆず栽培を支援している行
政とを対象に
，聞き取り調査，見学・観察，体験
といった方法によって行われ
，「御前山村のゆず」
に対する児童の社会的視野を拡大するとともに
，
ゆずの栽培
・加工・販売にかかわる人々，これを
支援する人々の心情を理解するものとなっている
。
匚三王山のゆずづくりについて調べたことをも
とに話し合うよ（14時間）ではバ‾これまで学習し
てきた事実を振り返りながら
」話し合いが行われ
るとともに
，ゆずヨーグルトの製造工場の見学が
行われている
へそして，匚御前山のゆずをもっ
と宣伝し
，守っていこう」と，村長との懇談を行
い
，厂空気や水を汚さないように呼びかけるポス
タ
をー作りたい」匚ゆずのよさを知ってもらうた
めのパンフレットを作りたい」ことなどを村長に
匚申し入れ」，取り組んでいる。本小単元では，①
ゆず栽培農家の現状と将来②ゆずヨ
グールトの製
造過程と販路③ゆず栽培農家支援の方法というよ
うに内容が構成されている
。また，①児童の話し
合い②ゆずヨ
グールトの製造工程の見学と聞き取
り③村長との話し合い④パンフレットや看板の作
成，並びに配布と設置という教授・学習活動が展
開されている。
つまり
，本小単元は，これまでの調査活動によっ
て獲得された御前山村のゆずに対する知識
，並び
に形成された社会的視野から生まれた児童の心情
に基づいて話し合いが展開され
，ゆず栽培農家支
援という地域社会への関与が促されている
。そし
て
，児童のこの意識は，ゆずヨーグルトの販路の
拡大というもう一つの事実との対比によって，村
長に対する匚申し入れ
」，パンフレットや看板の
作成，並びに配布と設置というように，より強化
されている。
②「三王山のゆずから見える世界」の構造ア，内容構成の原理
本実践の内容が
，上記のように選択・構成され
るのは，匚ゆずの生産者や村の人々が地道にゆず
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づくりに取り組 み，村の産業として発展させてい
こうとする動きがある」 からである。 また，匚地
域の一員である子どもたちが，自分たちの地域を
見つ め，これからの『村作り』を考え る上で」，
匚非常に意味のあること」と考えたからでもある。
綿引 がこのように考え たのは，匚地域づ くりと
のかかわりを深める教材化」 という御前山村立長
倉小学校の 厂研究の視点」があったからである呪
同校では，匚地域づくりとのかかわりを深める
教材化」が 匚２つの視点」から選択されている。
匚今 日の地域づくりに影響を もたらした歴史的事
象」と 匚新しい地域づ くりとして価値を見いだせ
る社会事象」 である。 厂今日の地域づくりに影響
をもたらした歴史的事象」 とは，匚地域 に残 る歴
史的遺産」「‾地域で起こった歴史的な出来事」匚地
域に伝わる伝統的な行事や風習」である。匚新し
い地域づくりとして価値を見いだせる社会事象」
とは，「新住民の動 き」『Ｔ村づくり』につながる
動 き」匚新しく人をつなぐ活動」である。
同校がこのように考え たのは， 匚今この地域で
は，緑と水の豊かな自然，それを生かした観光資
源，農産品の特産品化，新住民である陶芸家によ
る御前山焼き，野田の和太鼓，祭り等をはじめと
する伝統的な文化の継承や村づくりの推進委員会
の位置づけなど新しい動き」があるからである。
そのため，匚今までの価値観を見直し，新しい人
の動 き，村の中から生まれてくる力，高齢者たち
の知恵が結びつき，地域社会が新しく変わろうと
していることに着目」し，教材化の対象としたの
である17）。
したがって，ゆずという地域の特産品の栽培・
加工・販売の様子とそれに関わる人々の心情に関
する認識を，他地域とのつながりというより広い
社会的視野と関連づ けているところに本単元 の内
容構成の原理があると言える。
イ，展開方法の原理
本実践が前述のように展開されるのは，匚単元
のながれ」という同校の展開方法に関する考え方
があるからである18）。（下図を参照）
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同校の「‾単元 のながれ」 は，「教材との出会い」
「事実追究」「意味追究」によって構成されている。
「教材との出会い」は，「学習対象への関心や意欲
を喚起する段階」である。「事実追究」は，「社会
の事実を受 け止める段階」 である。「意味追究」
は，「事実の背後のある社会 の仕組 み等 まわりが
分かる段階」である。
すなわち， ゆずの味見体験を きっかけに「教材
との出会い」 がなされ，「子どもの追究意欲」 が
形成される。そして，児童の調査活動が展開され，
ゆず製品の製造・販売過程とそれに関わる人々の
心情， ゆず栽培の様子と心情，行政の姿勢など，
「社会の事実の受 け止め」 が図 られるのである。
「意味追究」では，こ れまで学習してきた事実を
ふり返りながら」話し合いがなされ，御前山村の
栽培農家の現状に対する「社会的な見方」 が「共
有化」されるのである。そして，この「社会的な
見方」 は，「自分たちが思っていたよりもはるか
に広い範囲で販売されている」というもう一つの
事実との対比によって「見直され，自分の今まで
持っている世界が変えられ，自分も主体的に参画
してみようという意欲」が強化されるのである。
したがって，地域の特産品の栽培・加工・販売
の事実と人々の心情の発見，共感に基づき地域社
会へ関与しようとする態度の形成を図るところに，
本単元の展開方法の原理があると言える。そして，
これらの展開方法の原理を児童相互，並びに地域
の方々との交流形態におき，本単元の内容知を社
会的に獲得させようとするところに本単元の展開
方法のもう一つの原理があると言える。
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（3）「大好き与那原湾
」
①「大好き与那原湾
」の構成
本実践の目標は
，次のとおりである气
匚○与那原湾に山原船が行き来していたころの私
たちの町与那原は
，物資の中継地・交通要
地として経済的にも文化的にも栄えていたこ
とを知り，自分たちの町の良さを見つめ直そ
うとする。
○山原船を与那原町のアピ
ルーやイベントなど
今に生かせないかアイディアを出し未来の与那原の町づくりの夢を持つ。」
この目標を達成するために
，授業が30時間にわ
たって
，次のように展開されている20）。
「‾ふれる　であう」（４時間）では，匚教室から
海岸までわずか三分ほど」という地の利を生かし
て
，匚海岸ウォッチング」が行われている。続い
て
，山原船の乗組員であった喜舎場さんを訪ねて
山原船の模型を見せてもらい
，インタビューして
いる
。本小単元では，①与那原湾の様子や生き物
②与那原湾の歴史的景観イメ
ジー③名前の由来，
積荷
，航路等，山原船の概要④模型制作の苦労と
いうように内容が構成されている
。また，①海岸
ウォッチング②模型の観察③喜舎場さんへの質問
という教授
・学習活動が展開されている。
つまり
，本小単元は，体験的体感的活動を通し
て学習への動機づけがはかられると同時に，与那
原湾の歴史的景観イメ
ジーの形成を促している。
そして
，歴史的輸送手段である山原船の模型とそ
の乗組員であった喜舎場さんとの出会いにより
，
山原船に対する具体的イメ
ジーが形成されるとと
もに
，匚驚き」匚感動」といった情意的要素を伴っ
て知的関心が生まれ
，学習への動機づけが強化さ
れている
。また，この知的関心は，喜舎場さんと
のやり取りを通して増幅され，児童の知的な問い
を生み出している。
厂つかむ　見通す」（３時間）では，厂ウェービ
イング」を使い，匚近い問い同士でクルーピンク」
し
，８つの匚探検隊」を作っている21）。そして，
匚情報の集め方やインタビュ
のー仕方」を匚役割
演技
」で練習している。本小単元では，①歴史的
輸送手段（山原船・軽便鉄道・馬車スンチャー）の役割，歴史的背景，並びに歴史的輸送手段の変
-
遷と地域の歴史に関する児童の問い②調べ方に関
する知識によって内容が構成されている
。また，
①匚ウェービイング」の作②匚ウェービイング」
に基づいたクルーピンク③グループによる厂問い」
の解決に向けた話し合い④インタビューの仕方を
習得するための役割演技⑤情報機器の操作練習と
いう教授
・学習活動が展開されている。
つまり
，本小単元は，匚ウェービイング」によ
る個々の児童の知的関心の可視化を通して
，追究
すべき課題が明らかにされ
，グループの話し合い
によって課題解決の見通しが立てられている
。
匚調べる　確かめる
」（19時間）では，厂子ども
たちは自分たちの問いに答えてくれそうな人をさ
がして
，電話で日時を約束しインタビュー」に出
かけている
。各「‾探検隊」の活動は，「‾中間報告
会」をはさんで５ヶ月続けられている。すなわち，
本小単元では
，①歴史的輸送手段の役割，歴史的
背景
，②歴史的輸送手段の変遷と地域の歴史③地
域の将来計画というように内容が構成されている
。
また
，①聞き取り調査②資料収集③模型観察④手
紙による聞き取り⑤踏査⑥ＶＴＲの視聴⑦新聞や
紙芝居
，山原船ソング等の制作といった発表方法
の準備という教授・学習活動が展開されている。
つまり
，本小単元は，前単元で明らかにされた
課題に沿って
，児童を主体とした調べ学習が展開
され
，歴史的輸送手段の役割や歴史的背景，並び
に歴史的輸送手段の変遷と地域の歴史に対する
，
児童の歴史的社会的視野の形成が図られている
。
また
，「‾20余人の方々」との出会いや聞き取り調
査によって
，地域に対する人々の愛着といった心
情の理解も促されている。匚まとめ　発表」では，匚インタビューに答え
てくれた人やお世話になった人たち
」も参加した
中で
，発表が行われている。発表は，紙芝居，新
聞
，山原船ソング，山原船おかし，レポート等の
方法で行われている
。最後に，学習をふりかえっ
て作文が書かれている
。すなわち，本小単元では，
①歴史的輸送手段の役割
，歴史的背景，②歴史的
輸送手段の変遷と地域の歴史といった児童の調査
した課題で内容が構成されているＯまた
，紙芝居，
新聞等による発表という教授・学習活動が展開さ
れている。
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つまり
，本小単元は，調査内容が児童の選択し
た方法で発表されることによって
，児童が獲得し
た知識の再構成が図られている
。また，調査に協
力してくださった方々の地域への愛着という心情
の理解が強化されている
。さらに，調査に協力し
てくださった方々も参加した中で発表することに
よって
，児童の達成感，並びに地域社会に関与し
ようとする実践的態度が形成されている。
②「大好き与那原湾」の構造ア，内容構成の原理
本実践の内容が上記のように選択･構成される
のは
，「山原船によって広がる世界を教材化した
い
」と宮城が考えたからである气また，匚地域
の歴史や伝統
・文化に誇りを持ち心の支え」とし，
匚地域の充実や向上に自ら参加し
，自分の生き方
を探っていく逞しさが育つ」と考えたからでもあ
る。
山原船による物資の中継地として栄えていた与
那原は
，現在は交通体系の変化などにより地域の
活力が低下している
。そこで，匚山原が水源地と
して自分たちの生活と深く関わっていること」
匚生活に必要な薪の確保
」が山原船によって行わ
れていたこと等
，匚山原と与那原の強い結びつき
という視点
」から山原船に注目し，厂山原船で賑
やかだった頃の与那原湾・与那原・島尻・沖縄へ
と視野を広げた学習へと発展させていきたい」と
考えたのである。
したがって
，本実践は，歴史的輸送手段の変遷
を通して地域の歴史の理解と地理的視野の拡大
，
その時代を体験した人々の心情の共感的理解を図
るとともに
，現在の地域課題と人々の地域に対
する心情理解を関連づけているところに内容構成
の原理があると言える
。そして，その際，児童の
知的な問いに基づき内容構成が図られているところに本単元のもう一つの内容構成原理があると言
える。
イ，展開方法の原理
本実践が前述のように展開されるのは
，「生活
体験の中からの自分の問いや気付きや願いを課題とした場合，子供は内から湧き出る意欲につき動
-
かされ様々な問題解決学習を展開する」ので，匚子供が発見した問いを大事に取り上げ，その問
いにこだわることのできる時間を保障することで
ある
」という宮城考え方かおるからである。
すなわち
，匚海岸ウォッチング」という体験的
体感的活動
，山原船模型の観察，喜舎場さんとの
出会いなどを通して
，学習への動機づけが図られ，
児童の匚問いや気付きや願い」が生み出されるの
である
。そして，一人ひとりの児童の問いが厂ウエー
ピンク
」によって明示され，匚探検隊」が構成さ
れる
。また，児童が匚問いにこだわることのでき
る時間を保障する
」ために，５ヵ月にわたる匚探
検隊
」の活動が展開されている。この活動では，
匚専門家や仕事にこだわりを持っている大人の方
との出会いは子供たちを飛躍的に成長させてくれ
る」という考えから
，厂20余人の方々」に聞き取
り調査が行われているのである。
したがって
，体験・体感を促す活動，歴史的輸
送手段と体験者に直接触れる活動など
，児童の思
いや願いといった心理的要素を尊重し
，主体的な
関与を促すところに
，本実践の展開方法の原理が
あると言える
。また，調査・発表による児童相互，
並びに聞き取り調査による地域の方々との交流を
とおして
，本単元の内容知を獲得させようとする
ところに本単元の展開方法のもう一つの原理があ
ると言える
。そして，こうした展開方法の原理を
時間的に保障するために
，厂社会科から発展し地
域の特色を生かした総合的な学習」が展開されて
いるのである。
４。おわりに
本小論では
，地域形成行為を取り上げた授業実
践を手がかりに
，最近の匚地域に根ざす社会科」
実践の新しい動向を明らかにしてきた
。
最近の匚地域に根ざす社会科
」実践の新しい動
向としては
，授業実践の展開形式には違いが見ら
れるが
，次の特色を指摘できる。第一に，匚平和
と民主主義を担う主権者の育成
」という観点から，
地域の再生や形成を意図した人々の自発的行為を
取り上げ
，こうした人々との知の協同的構成を図
りながら
，地域社会への関与を促そうとしている
ことが挙げられる。第二に，児童の問いに基づく
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主体的な探究活動
，地域の方との知の協同的構成
を時間的に保障するために
，総合的学習を始めと
する他教科他領域の指導との関連が図られている
ことが挙げられる。
こうした匚地域に根ざす社会科
」実践の新しい
動向は
，一方で匚平和と民主主義を担う主権者」
の育成における社会科
，生活科，総合的学習それ
ぞれの独自性と関連性の再検討を求めている
。し
たがって
，「‾平和と民主主義を担う主権者」の育
成における社会科教育の役割と他の教科
・領域と
の関連を検討し
，地域社会の形成に関与する社会
科授業を開発することが今後の課題である。
【註】
1）「学習指導要領社会科繼（工）（試案）一昭和22年
度－」上田薫『社会科教育史資料１』東京法令出版
株式会社　昭和63年８月　p.219
2）文部科学省『小学校　学習指導要領　平成20年３
月　告示J p.34
3』谷本美彦匚社会科と民主主義」社会認識教育学会
繼『社会科教育学ハンドフッター新しい視座への基礎知識－』明治図書　1994年２月　p.23
4）小原友行「『地域に根ざす社会科』の授業構成
一若
狭
・安井・鈴木実践の分析－」全国社会科教育学会
『社会科
研究』30号　1982年　p. 148
5）「‾地域に根ざす社会科
」実践に関するこれまでの
研究としては
，第一に，社会科教育史の中に「地域
に根ざす社会科
」実践を位置付けた実践史研究があ
る
。第二に，「‾地域に根ざす社会科」実践を分析し，
授業理論を明らかにしようとした研究かおる
。しか
し
，歴史研究においては，代表的な実践が取り上げ
られているだけであったり，匚平和と民主主義を柤う
主権者
」を育成する学習内容や学習方法等の変遷が
明らかにされていなかったりするなど研究としての
限界かおる
。また，授業研究においては，分析対象
として取り上げられる「地域に根ざす社会科
」実践
が時期的に偏っていたり，選択理由や歴史的意義が
示されていなかったりするなど研究としての限界が
ある。
6
）例えば，次の実践事例かおるＯ
①中野真知子「わたしたちの町にも戦争があった（小６）」『歴史地理教育J No.649　2003年１月
-
pp.48～51
②小松清生「よみがえれ大和川（小４　上・下）」
『歴史地理教育J No.691　2005年11月　pp.40～43・
No.693　2005年12月　pp.40～43
7』例えば，次の実践事例がある。
①高橋智恵子厂復活『海老根和紙』（全学年）」『歴史
地理教育J No.655　2003年６月　pp.36～39
②草分京子「三雲の海苔養殖（小４　上・下）」『歴史地理教育J No.674　2004年９月　pp.42～45・
No.675　2004年1月　pp.40～43
8』次の文献に収録されている。
①佐藤則次匚和光のむかしを知ろう！一今に伝わる
『白子囃子』」『歴史地理教育J No.690　2005年1月
pp.42～45
②綿引直子「三王山のゆずから見える世界
」大木勝
司
・鈴木正気・藤井千春『地域をともにつくる子
どもたち』ルック　2005年工月　pp.98～105
③宮城アケミ　
匚総合『大好きな与那原湾　山原船が
来た海辺の町』」『生活教育』2000年８月号
pp.20～27
9）同上誌①　p.43
なお
，佐藤氏から本実践に関連する資料として，
次のものをいただいた。
①歴史教育者協議会広島大会レポ
トー(2005年）
②『平成16年度　研究紀要　和光市教育委員会委嘱
身近な地域の自然的
・社会的事象や事物に関心を
持ち自然や郷土を愛する態度を育てるための研究』和光市立新倉小学校　平成17年３月
③『平成17年度　研究紀要　和光市教育委員会委嘱
身近な地域の自然的
・社会的事象や事物に関心を
持ち自然や郷土を愛する態度を育てるための研究』
和光市立新倉小学校　平成18年３月
④『平成18年度　研究紀要　和光市教育委員会委嘱
身近な地域の自然的
・社会的事象や事物に関心を
持ち自然や郷土を愛する態度を育てるための研究』
和光市立新倉小学校　平成19年３月
10
）同上晝②　pp.17～22
以下，特に断らない限りは，ここからの引用である。
11）前掲9）①　p.11　調べ学習の結果の一部は，児童
がまとめた『白子ばやし新聞』にも見られる
。例え
ば
，次のような児童の記述がある。厂私は，白子ばや
しが始まったわけについてしらべました。しばさき
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音じろうという人が，神田明神というおまつりに白
子ばやしにうちこむわかもののすがたを見て，白子
ばやしをやろうと思い，白子ばやしが始まったので
す」（読みづらいため読点の一部を筆者が補足した。）
12）綿引直子 厂第３学年１組　社会科学習指導案」
授業時間数 については，社会科（18時間）に，村
長との懇談，パンフレットや看板の制作，設置・配
布を総合的学習 の時間（８時間ぐらいとのこと） と
して実施した旨，綿引氏から電話による取材で教え
ていただいた。
なお， 本実践に関わる資料として， 次のものを綿
引氏から貸していただいた。
①御前山村立長倉小学校（当時）『東茨城郡教育研究
会指定（平成14 ～15年度）研究のあゆみ　研究主
題　 社会科・生活科　 地域への感動やあこがれを
抱く子どもを目指して』
② 厂三王山のゆずから見える世界」 の授業の計画，
実施，評価に関する資料，並びに児童の作品等
また，御前山村立長倉小学校教諭（当時）粕谷孝
明氏からは，『第43 回教科研全国大 会（福岡大会）
匚社会認識と教育」分科会資料』をいただいた。
13）同上書①　pp.21～27
以下，特に斷らない限りは， ここからの引用であ
る。
14）前掲12 ）①　p.23
例えば， ゆず栽培農家への見学と質問について，
綿引氏は「子どもたちにとって，小林さんとの出会
いは， このあとのゆずの生産・加工・販売 の過程を
追究していく原点となった］と述べている。
15）前掲12）①　pp.25～26
話し合いでは，匚ゆず部会のほとんどの方々は，高
齡の夫婦二人暮らしであったり， 独り暮らしのお年
寄りであったりしたことが話題の中心」となってい
る。
16）同上書①　p.2
17）同上書①　p.1
18）同上書①　p.3
19）宮城アケミ『島尻教育研究所　 平成11年度（前期）
研究報告書　 一人ひとりを生かし自ら学ぶ力を育
てる問題解決学習 の創造 一社会科から発展し地域の
特色に応じた総合的な学習を通して一J p-9
以下，特に断らない限りは， ここからの引用であ
る。また，本実践に関わる資料として，次のものを
宮城氏から貸していただいた。
①上記研究報告書
②「大好 き与那原湾　 山原船が来た海辺の町」 の授
業 の計画，実施，評価に関する資料，並びに児童
の作品等
なお，本実践は出版されている。
宮城 アケミ『地域と関わる　沖縄発総合学習大好
き与那原湾　 山原船が来た海辺 の町』民衆社　2001
年７月
20）前掲19）①報告書　pp.10 ～16
21）前掲19 ）②児童の問いの一部は次のとおりである。
「山原船はどんな船だろう」（むかしを調べる探検隊）
「山原船はなぜ，大かつやくしたのだろうか」（山原
船探検隊）「なんでわざわざ山原から船で，まきとか
を運んできたのだろうか」（ゆかいな探検隊）
さらに， この児童の問いには下位の問いが設定さ
れている。例えば，「ゆかいな探検隊」の下位の問い
の一部 は次のとおりである。
「①山原船 の形，色，走るための工夫②どんな仕
事をして何人乗っていたのか③どんな品物を運んで
きたのかな」
22）前掲19）①報告書　p.8
本研究をまとめるにあたって，佐藤則次氏，綿引直
子氏，粕谷孝明氏，宮城アケミ氏には，資料を提供し
ていただくなど，多大なご協力をいただきました。記
して感謝いたします。
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